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人・団体の方を随時募集中！！ 

LOOB    JAPAN 
北見市三楽町126-19     

             Tel/Fax: 0157-24-9339 
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LOOBとは・・・          

2001年に発足し、現在は北海

道、仙台、東京、名古屋、大阪、

福岡の有志に支えられながら、国

際交流・協力系のプログラムを実

施。フィリピンではパナイ島イロイ

ロ市を拠点に、非政府組織

（NGO）法人として多くの現地青年

ボランティアが活動中です。 

 

 6月29日（金）に、LOOB11周年の総会（General Assembly）がLOOBハウス

で開かれ、フィリピン人メンバー20数人が集まりました。今回の総会の目

的は2つです。昨年、東日本大震災の影響でやらなかったアニバーサリー

イベントを企画すること。また今後10年の新方針としてこれまでの国際交

流・支援プログラムの経験とその奥義（笑？）をユースメンバーに伝授する

ことが決まったため、それについて話し合うことです。これまで現地プログ

ラムの決定はスタッフレベルで行ってきましたが、若者に社会参加をうなが

し、地域に貢献できるプログラムを主導できる人材を育てていくのが最終

的な狙いです。 

 さて、総会ではユースプロジェクトの短期目標として、「教育サポート」の

資金を現地で稼ぎ出すこと！を設定しました。毎年80人前後のフィリピン

の小学生から大学生までの教育を支援していますが、これらは日本人の

会員および日本での物販などの利益で行っています。まず３班に分かれ

てグループセッションを行い、フィリピン社会の中で、どのようにインパクト

のある活動を行えるか、アイデアを出していきました。たとえば。。。 
★家族や友人、政治家から寄付を募る ★教会で募金活動をさせてもら

う。★大学のイベントや地域の祭りで物販を行う。★バスケットボールやミ

スコンを開いて、入場料を募金にする。★フェアトレード商品を委託販売す

る。★フェアトレード商品のプロモーションビデオを作って販路を拡大する。

★スタディツアーを作り、参加者収入を得る★英語研修＆ボランティアや

キャンプを実施して参加者得る。 

 これらの話合いを通して、

「自分達の力で少しでも社会を

変 え て い け る」と い うポ テ ン

シャルをみな感じていたようで

す。スタッフで話し合い、さらに

案を練って行きますので、ブロ

グなどチェックして下さいね！ 
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 2月16～18日にマニラでJICAの環境教育研Skogsmulle
のワークショップがあり、LOOBからは、JOHNとDINAHが

参加してきました。LOOBではこれまでも、いろいろな地

域で野外活動や小学校の環境教育を実施してきました

が、モデルとなるものが乏しく、手作り・手探りで進めて

いたところがありました。「ユニークで理論的かつ実践

的」なこの環境教育手法を学んで、さっそくイロイロに

戻ってから小さな漁村で野外教室を行いました。 

“Skogsmulleとは？” 50年前にスウェーデンで生まれた環境教育です。スウェーデン語でSkogsは
森、mulleはムッレさんという人名だそう。自然の摂理を教えてくれる「森のムッレ」という妖精が登場

するユニークな自然教室で、スウェーデンの子ども達の、なんと4分の1がこのSkogsmulleの活動を

体験しているとか！空想遊びが大好きな4～6歳を対象にしたもので、子ども達は自然とふれあいな

がら、森で生まれ、動物や植物とお話ができる妖精ムッレから、環境のことを教わります。 

LOOBは今回、小学校1～2年生（6～7歳）の子ども達15人を対象に、歌のアイスブレーキングから始

まり、森に入るときのルール、自然観察、そして五感を使ったネイチャーゲームなどを行いました。できるだけワーク

ショップ内容に忠実に実施しましたが、今回は妖精ムッレは登場させなかったので、次回はSkogsmulleさんから衣装

などを借りて、やってみたいとと思っています。この教室を開催した漁村コミュニティは、他のLOOBの支援地域と同じ

ように、森（というかジャングル）の中にあります。つまり子ども達にとって自

然は日常のごく一部。ふだんは、環境意識の低さから、ごみのポイ捨ても

日常の一部です。 

教室を開く環境として、いつもと違うところでやったほうがいいのかな？とも

思いましたが、ボランティアスタッフがこのアクティビティを始めると、子ども

達がまるで新しい世界に触れるように、目が好奇心いっぱいに輝き出した

のです。いつも通っているはずの獣道で、いつも見ているはずの木、葉、

花、虫なのに！同じ物事でも新しい視点からアプローチとすると、まったく

違う見方ができるということを子ども達の瞳を見て実感しました。 
フィリピンのような途上国では、環境教育が大幅に遅れていて、経済成長

とともに急激な自然破壊が進んでいます。行政にはインフラ整備も早く進

めてほしいですが、一方、草の根レベルで住民や子ども達の意識改革を一

歩一歩進めることがとても大切です。Skogsmulleの活動コンセプトはとても

シンプル。”Help children to love nature, they will take care of nature, be-
cause you cherish things you love．自然保護は、まず自然を愛する心から”

今LOOBでは、ユースプロジェクトの拡大を検討していて、環境教育もそ の

一環として考えています。今回の野外教室でも、ボランティアスタッフ3人に

内容を伝授して協力してもらいましたが、フィリピンの若者の子どもの扱い方は本当に関心してしまうほど上手です。

もっと多くの現地青年ボランティアさんを巻き込んで、若者による青少年 育成活動として広げていきたいと思っていま

す。そのために、Skogsmulleのような完成したモヂュールを教わったことはLOOBにとって大きな経験となりました。 

LOOBではこの後も、5月のキッズキャンプ、またナムコン村での週末子どもアクティビティでも、子ども達の環境への意

識化を目的としてワークショップで習った活動を積極的に取り入れてます！            （ゆきえ） 

JICAの環境教育研修ワークショップに参加しましたの環境教育研修ワークショップに参加しましたの環境教育研修ワークショップに参加しましたの環境教育研修ワークショップに参加しました 
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今までフィリピンの初等・中等教育は10年間でしたが、今年の6月から、「K+12制度」

が採用されました。小学校入学前に幼稚園へ1年間通い、高校が4年間から6年間

へと2年間追加されます。「K+12」とは、幼稚園（Kindergarten）1年間＋初等・中等教

育12年間という意味です。 

        小学校小学校小学校小学校    

    ６年間６年間６年間６年間    

    高校高校高校高校    

    ４年間４年間４年間４年間    

    幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園    

    １年間１年間１年間１年間    

    小学校小学校小学校小学校    

    ６年間６年間６年間６年間    

    高校高校高校高校    

    ６年間６年間６年間６年間    

【【【【Before】】】】    

【【【【K+12制度】制度】制度】制度】    

＋＋＋＋    

＋＋＋＋    

＋２年間！＋２年間！＋２年間！＋２年間！    

初等中等教育が10年間なのは、世界中でフィリピンを入れて3カ国しかありません。他国が12年間

かけて教える内容を10年間で詰め込んでいるので、基礎学力の低下が指摘されていました。実際

に、国際的な学力のテストでは下位になっています。学校も朝7時過ぎに始まるので、低学年の児

童には負担が大きくなっています。 

 また海外の大学に進学しようと考えたとき、基礎教育が2年足りないために高校卒業後すぐに進

学することができませんでした。 

 就職の面から見ると、高校卒業の時点で16歳のために就職先が限られ、その後の雇用機会に

も恵まれずに失業が続くケースがたくさんありました。 

 これらを踏まえて教育制度を国際基準に合わせることになったそうです。 

 しかし現時点でも教室・教科書・教師の不足が問題になっています。LOOBが5月に参加した

Educa�onal Summitでも、現場の先生方からは、教材の不足や児童の様子やリタイアについてたく

さんの問題点が挙げられていました。教育を受ける期間が２年間増えるということは、これらの問

題がさらに深刻になることが予想されます。現場がギリギリの状態のまま、2年間増やしたところで

意味はあるのか？就職難は変わらないのではないか？各家庭はさらに、2年分の教育費を負担

することになり家計が苦しくなる、という問題も出てくると思います。 

 「K+12」制度は始まったばかりなので、これからどうなっていくのか分かりませんが、教育サポー

トを行うLOOBとしては、この改革が実のあるものとなりフィリピンの子どもたちの未来が教育によっ

て明るくなることを願っています。 

（ボランティアスタッフ、たるやん） 

＋ 
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◇◇◇◇LOOBLOOBLOOBLOOBの教育サポートを受けているキッズを紹介しますの教育サポートを受けているキッズを紹介しますの教育サポートを受けているキッズを紹介しますの教育サポートを受けているキッズを紹介します((((＾▽＾＾▽＾＾▽＾＾▽＾))))    

 

 名前：名前：名前：名前：RegineRegineRegineRegine    

    年齢：１０歳年齢：１０歳年齢：１０歳年齢：１０歳    

    学年：小学５年生学年：小学５年生学年：小学５年生学年：小学５年生    

    地域：カラフナン地域：カラフナン地域：カラフナン地域：カラフナン    

  家族はお父さん、お母さん、お姉ちゃん、お兄ちゃんの５人。お父さんは近くのダンプサイト

でウェストピッカーとして働いているの。 学校がある日は朝５時に起きているよ。それから朝ご

はんを食べたりして、７時には小学校に行くの。お昼休みにはお母さんが作ってくれたお弁当を

持って行って食べているんだ。 好きな教科は算数。テストで良い点が取れるから嬉しいんだ。  

将 来 は 看 護 師 に な り た い！お 母 さ ん 達 が 病 気 に な っ て も 助 け て あ げ ら れ る か ら。            

日本のイメージはきれいなものや景色がたくさんある国。 Salamat！（教育サポートに対してあ

りがとう、と伝えてくれました。） 

チャイルドマインディングの時間になると、友達と大きな

声で笑いながら遊んでいるレジーン。笑顔がとっても可

愛いです。少し恥ずかしがり屋なところもあって、友達の

後ろに隠れながらもしっかり答えてくれました。 

◇チャイルドマインディングについて・・・◇チャイルドマインディングについて・・・◇チャイルドマインディングについて・・・◇チャイルドマインディングについて・・・    

 毎週月・水・金の夕方にUCLAラーニングセンターで学童保育を行なっています。英語を一生懸命使って家族

のことを話したり日本のことを聞いてくる子もいますが、追いかけっこで走り回ったりゴムとびをしている子が大

半です。毎回行う絵本の読み聞かせのほかに、金曜日には映画を見せることが多いのですが、普段は賑やか

な子ども達もこの時は食い入るように画面を見つめています。聞き取れた英語があると、その単語をつぶやい

たり、映像がきれいな場面では「Beau�ful!」という声が聞こえてきます。ストーリーがわからない子に内容を教え

てあげている様子も見られます。映画を通して英語をたくさん聴くことができるのと同時に、子ども達の感受性

や想像力も高まってくれたらいいなと思います。また、チャイルドマインディングにはウエストピッカーの子ども達

が中心に集まっていますが、近所に住むそれほど貧しくない家庭の子ども達も遊びにきます。みんなで遊んで

いるときに、「あの子は臭いから嫌だ」と手を繋ぐのを避けるような場面もありました。子どもなのでストレートに

言ってしまうことも理解できるのですが、この出来事は私の中で少しショックでした。ただ単ににおいについて

言っただけかもしれませんが、子どもの中にも「この子は自分とは違う」というような感覚があるのかなぁと思い

ました。言われた側の子ども達も何か思うことがあるようでした。このチャイルドマインディングの場が、子ども

達にとってただの遊び場としてでなく何か学べる時間になるよう、私達でできることを探して実践していきたいで

と思います。                                                                                         (ボランティアスタッフ、たるやん) 
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 Er Alayon(22)Er Alayon(22)Er Alayon(22)Er Alayon(22)    

 LOOBに関わるようになったきっかけは、2008年にイロ

イロ市で大洪水が起き、自分の家が浸水したとき、隣に

あるLOOBハウスに避難したことです。そのときにスタッフ

のJOHNからLOOBのプログラムや活動について紹介さ

れ、2010年の２月にキャンパーとして日韓比キャンプに参

加することを決めました。それから２年以上、LOOBに関

わっています。LOOBの一員となってから、参加していな

かったら得ることができなかったであろう新しい自分を発

見できました。人とコミュニケーションを取ることが得意に

なり、特にキャンプスタッフになってから責任感を持つよう

になりました。今まで多くのことを学んできたし、これから 

もより学んでいきたいと思います。現在、新しいLOOBのスタッフとして、どう周りにいい

影響を与えられる人間になれるか試行錯誤しているところです。 

 自分のふるさとであるフィリピンの将来については、今よりも進歩的な国になることを

楽しみにしています。それには何年もかかるだろけど、現状を変えていくことで可能にな

ると思います。そしてすべての子ども達が、個人としてだけでなくこの国の一人の息子・

娘として、学校で成長していくことで、この国の貧困率が下がることを願っています。   

大阪教育大学の学生団体の

MERRY出身です。ワークキャ

ンプを通して多くの出逢いと感

動と同時に挫折も経験し、ま

たここに帰ってきました。８ヶ

月間、自分の力をフルに出し

切ってみんなと一緒にLOOB

を盛り上げます！！ 

 デコデコデコデコ(22)    雄太/パニ雄太/パニ雄太/パニ雄太/パニ(22)    たるやんたるやんたるやんたるやん(21)    
３ヶ月の英語研修を終えてスタッフに

なりました。こっちに来てから坊主に

したのですが大不評です。パソコン破

損、パスポート紛失疑惑、唯一のメガ

ネ破損で初めてのコンタクト購入など

サプライズをこよなく愛するおちゃめ

なボーイです。現在は日比の戦争の

スタディツアーに向けて準備をしてい

ます。よろしくお願いします。 

今年3月のギマラス島キャンプが

人生初のフィリピンでした。自分の

力不足を実感する日々ですが、多

くの出会いと貴重な体験のできる

環境に感謝しています。自分の成

長が少しでも何か役に立てられる

よう、周りをHAPPYにできる人にな

るためにも頑張ります！ 
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家庭でフィリピン料理を作ってみよう！！ 

～キャンプやホームステイ先で食べて懐かしー！という

人も多いのでは？ アドボはフィリピンの伝統的な家庭

料理で、スペイン料理のアドバード（肉の漬け焼き）が起

源になっています。各家庭やお店によってレシピの種類

は様々らしいのですが、今回はLOOBの美人クッキング

スタッフのジョナさん直伝のアドボレシピをご紹介しま

す！LOOBスタッフの大好きな味です。～ 

            材料（材料（材料（材料（4人分）人分）人分）人分）    

 ・豚肉（ブロック）・・・500g      ・醤油・・・1/3カップ   
 ・人参・・・1本              ・塩こしょう・・・少々 

 ・じゃがいも・・・1個          ・水・・・2カップ 

 ・玉ねぎ・・・1個            ・にんにく・・・2片 

 ・しょうが・・・少々           ・酢・・・1/2カップ 

                             ・砂糖・・・大さじ４ 

     １．にんにく、玉ねぎ、しょうがを細かく刻んで炒めます。 

     ２．きつね色になったら、ブロック型に切った豚肉を加えます。 

     ３．醤油と水を加え、肉が柔らかくなるまで煮込みます。 

     ４．ぐつぐつしてきたら人参、じゃがいもを加えます。 

     ５．酢と砂糖を加えます。 

     ６．味の素と塩こしょうで味を整えます。 

     ７．フライパンの中の水がなくなったら完成です。  

        日本にある食材で作れるので、作ってみてください日本にある食材で作れるので、作ってみてください日本にある食材で作れるので、作ってみてください日本にある食材で作れるので、作ってみてください(^^) 
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２０１２年後半の予定２０１２年後半の予定２０１２年後半の予定２０１２年後半の予定    

アンヘリト君のタタイ義足を作る！アンヘリト君のタタイ義足を作る！アンヘリト君のタタイ義足を作る！アンヘリト君のタタイ義足を作る！    

2009年に世界的な義肢メーカーである中村ブレイス様の協力で、竹の義足を提供していたアンヘリト

君。2011年暮れから足が成長したことにより、年末年始の学校の休暇に合わせ、２本目の義足を制作

することになりました。今回、竹から義足を制作するのは彼のタタイ（お父さん）です！タタイはウェスト

ピッカーでもあり、大工さんでもあります。技師さんに足の型をとってもらった後、彼の自宅で、タタイとス

タッフのロイさんが創意工夫をしながら、仕上げていきました。完成した足は少し重たそうでしたが、「す

ぐ慣れるよ」とアンヘリト君。タタイも自分の技量で息子が

歩けて感無量のようでした☆その数日後、JICA福祉関連

プロジェクトのフィリピン人スタッフの方から連絡がありまし

た。イロイロ州内で自治体のバリアフリーを進めるプロジェ

クトを実施中で、この竹の義足作りが他の地域でも実践で

きるかもしれない、と基礎調査に来てくれました。 

 中村ブレイスの皆様に２本目の義足について報告したら

とっても喜んでくれました。そしてなんと最近、アンヘリト君

の竹義足のことが日本の漫画で掲載されたらしく、今度

フィリピンに送ってくれるそうです。  

 LOOBとしてもJICAやJOCVの方々とネットワークを作り、

義足が使える子どもをもっと発掘できればと思っています。 

 もうすぐ夏のキャンプシーズンが始まります！３つの学生団体コラボして、学校建設やエコワーク

キャンプなどが行われる予定です。今回一般に公募するキャンプは予定されてません、、、楽しみ

にしていてくれた方すみません、春にお待ちしてます！ 

 キャンプとは別に英語研修も２回開催されるので、英語も学びたいという人にはおすすめです。

UPでの英語研修に加え、フィリピンの子どもたちと関わるボランティア、フィリピンの文化に触れら

れるホームステイに、Youthボランティアとの活動と内容ぎっしりの充実した1週間になると思いま

す。 （A日程 8月17日～26日 B日程 9月7日～16日）  

編集後記編集後記編集後記編集後記・・・日本もそろそろ夏本番でフィリピンに負けないくらい暑くなってきた頃でしょうか？現地ボラスタ

のたるやんです。今回のニュースレターを担当しました。つたない文章ですが最後まで読んでいただいてありが

とうございました。４月にイロイロに来てあっという間に３ヶ月が過ぎましたが、日に日にフィリピンの魅力にどっ

ぷり漬かっているなと感じます(^^♪ これからキャンプが予定されていたり、あたらしい活動も増えていきそうな

ので、スタッフ・ボランティアで協力して充実したものになるよう頑張っていきます！     （たるやん） 

 


